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渋滞長が約４割短縮！
とくしまほんちょう

～ 徳島本町交差点整備による効果 ～

徳島河川国道事務所が、交通渋滞の緩和及び歩行者の利便性向上等のため
に整備し、１０月に完成した徳島本町交差点において、渋滞状況の速報結果がと
りまとまりましたのでお知らせいたします。

概要は以下のとおりです。
・鳴門方面から徳島本町交差点を通過する交通の渋滞長が1,600ｍが950ｍとなり
約４割短縮

・国道11号北常三島町から徳島県庁前までの通過時間が約9分から約6分となり
約３分短縮

・交差点を通過する車両のCO2排出量が、１年あたり4，200ｔから3，400ｔとなり
８００ｔ（１９％）の削減

ヒアリングを行った結果、自動車利用者の６８％の方から「走りやすくなった」と
いう意見をいただきました。

※本町交差点改良事業については、参考資料の「徳島本町交差点改良の概要」を
参照ください。

なお、徳島本町交差点改良事業については、徳島河川国道事務所のホーム
ページでもご確認いただけます。

（http://www.toku-mlit.go.jp/road/c/hontyou/index.html）

平成１９年１２月７日
国土交通省 徳島河川国道事務所

【問い合わせ先】

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所

副所長（道路） 岡村 環 TEL：088-654-2211(代表)
お か む ら たまき

◎道路調査第一課長 石原 雅規 TEL：088-654-9612(直通)
い し は ら ま さ の り

交通対策課長 曽我部 芳隆 TEL：088-654-9623(直通)
そ が べ よ し た か

◎主たる問い合わせ先
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最大渋滞長の削減！ 徳島本町交差点整備効果
7:00～10:00

朝の混雑時3時間

鳴門方面からの
渋滞最後尾（吉野川大橋南詰交差点付近）

鳴門方面からの
渋滞最後尾（北常三島交差点付近）

改良工事前 改良工事後

事前： 9月27日（木）
事後：10月18日（木）

時間帯：7:00～10:00
供用日［10月2日］

調 査 日

交差点交通渋滞の緩和に大きく貢献

交差点方向別交通量（ 7時～10時：3ｈ合計）
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所要時間の短縮！ 徳島本町交差点改良の整備効果

北常三島交差点～県庁前

事前 → 事後

約9分 → 約6分

（約3分短縮）

北常三島交差点～県庁前

事前 → 事後

約9分 → 約6分

（（約約33分分短縮短縮））

北常三島交差点～
徳島駅前（元町交差点）

事前 → 事後

約9分30秒 → 約6分

（約3分30秒短縮）

北常三島交差点～
徳島駅前（元町交差点）

事前 → 事後

約9分30秒 → 約6分

（（約約33分分3030秒秒短縮）短縮）

徳島駅前（元町交差点）～県庁前

事前 → 事後

約9分 → 約5分

（約4分短縮）

徳島駅前（元町交差点）～県庁前

事前 → 事後

約9分 → 約5分

（（約約44分分短縮短縮））
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交差点内

徳島駅方向

鳴門方向

県庁方向

7:00～10:00

朝の混雑時3時間の平均値より

事前： 9月27日（木）
事後：10月18日（木）

時間帯：7:00～10:00
供用日［10月2日］

調 査 日
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7:00～10:00

朝の混雑時3時間合計値より

事前： 9月27日（木）
事後：10月18日（木）

時間帯：7:00～10:00
供用日［10月2日］

調 査 日

◆渋滞損失額

渋滞損失額

（事前→事後）

約23.4億円 →

約12.4億円
約約1111億円億円

（（4747％削減）％削減）
(7時～10時：3時間：1年あたり)

ＣＯ２削減、渋滞損失額削減、走行性向上！ 徳島本町交差点改良の整備効果

徳島中央公園の面積(0.2k
㎡)の約4倍の森林の吸収
量と同じです。

約800ｔ-CO2/年
約800ｔ-CO2/年

＝
森林面積にして0.73k㎡森林面積にして0.73k㎡

事前

事後

CO2削減効果
（事前→事後）

4,200ｔ/年 → 3,400t/年
800800ｔｔ//年年

（（1919％削減）％削減）
(7時～10時：3時間：1年あたり)

事前

事後

◆ CO2削減効果

利用者のご意見
自動車利用者へのヒアリング調査結果より

利用者のご意見
自動車利用者へのヒアリング調査結果より

走行性向上効果あり走行性向上効果あり走行性向上効果あり 68％68％

どちらとも
いえない
39.4%

やや走り
やすくなった

44.8%

非常に走り
やすくなった

13.6%

やや走りに
くくなった
1.8%

非常に走り
にくくなった

0.5%

【有効数＝221】

68％
自動車利用者のご意見自動車利用者のご意見自動車利用者のご意見

・・北→南：直進車線が増えて、交差点直前での進路変更が減った。北→南：直進車線が増えて、交差点直前での進路変更が減った。

・以前より各方面とも、渋滞が緩和され、スムーズに走行できる。・以前より各方面とも、渋滞が緩和され、スムーズに走行できる。

・横断歩道橋の柱の位置が変わり、交差点付近の視界が広くなった・横断歩道橋の柱の位置が変わり、交差点付近の視界が広くなった。。

一般利用者ヒアリング調査

調査日：平成19年11月3日（土）

場 所 ：徳島駅周辺、対 象 ：一般利用者




